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1.座間市との協議
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座間市との協定書 第5条2項 平成26年7月締結

長年に渡り、座間市との協議を行い、HCUの開棟を検討して

きたが、地域ニーズ、当院の人員体制を含め、今日まで開棟に

は至らなかった。

協議
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2.当院におけるHCUの検討
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2.当院におけるHCUの検討
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11月実績 HCU検討 要件クリア状況
〇：基準以上
△：基準以上だが要注意
×：基準以下算定 ハイケアユニット入院医療管理料

施
設
基
準

入院医療管理料1
必要度Ⅱ
①15％以上
②80％以上

上記①②両方を
満たす割合

①

モニタリング及び処置等に係る項目（A項目）

2・7・8・9・10・11のうち1項目以上

×
2.63%

②

モニタリング及び処置等に係る項目（A項目）
のいずれか1項目以上

×
25.94%

必入院医療管理料2
要度Ⅱ

①15％以上
②65％以上

上記①②両方を
満たす割合

①

モニタリング及び処置等に係る項目（A項目）

2・7・8・9・10・11のうち1項目以上

×
2.63%

②

モニタリング及び処置等に係る項目（A項目）
のいずれか1項目以上

×
25.94%
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2.当院におけるHCUの検討
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各月 概算値 HCU検討

算定 ハイケアユニット入院医療管理料

月 9月 10月 11月

必要度Ⅱ

ハイケアユニット
入院医療管理料1

①15％以上
②80％以上

上記両方を満たす割合

ハイケアユニット
入院医療管理料2

①15％以上
②65％以上

上記両方を満たす割合

①

モニタリング及び処置等に係る項目（A項目）

2・7・8・9・10・11のうち1項目以上

1.41% 1.39% 2.63%

②

モニタリング及び処置等に係る項目（A項目）
のいずれか1項目以上

16.38% 17.93% 25.94%
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HCUに必要な看護師数：最低でも15名必要

看護師離職率は約14％となっており、今年度も年度末に20名以上退職者で出る
状況にあり、新卒既卒採用が間に合っていない状況。
急性期病床10：1に変更しても、看護師は不足。
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OP室
異動
2名

急性期異動
4名

地ケア異動
4名

法人
内

異動
2名

外部
採用
3名

2.当院におけるHCUの検討

看護師異動及び採用イメージ

採用が
追い付かない

退職者が
出ている
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3.座間市との協定書更新
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座間市との協定書 第5条2項 平成26年7月締結

座間市との協定書 第5条1項及び2項 令和6年10締結 ※HCUの文言が削除
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4.8床をどのようにオープンすべきか？（病床機能）
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検討案 結果

① HCU（8） ―

② 地ﾒﾃﾞｨ（8） ハード的に困難であり、看護師不足

③ 回復期（8） ハード的に困難

④ 地ﾒﾃﾞｨ（2）、回復期（4）、地ケア（2） 地ケア病棟は、足りている

⑤ 急性期（2）、回復期（4）、地メディ（2） 急性期は足りている

⑥ 地ケア（4）、回復期（4） 地ケア病棟は、足りている

⑦ HCU（8） ―

⑧ 地ﾒﾃﾞｨ（8） ハード的に困難

⑨ 回復期（8） ハード的に困難

⑩ 地ﾒﾃﾞｨ（2）、回復期（4）、地ケア（2） 地ケア病棟は、足りている

⑪ 急性期（2）、回復期（4）、地メディ（2） 急性期は足りている

⑫ 地メディ（4）、回復期（4） 高齢者救急は求められており、回復期は不足している

看護基

準

10：1

看護基

準

7：1

ハード面、病床機能の両面から検討した中で、上記の12通りが上げられ、

⑫の案が妥当と判断。
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5.地域包括医療病床+4床、及び回復期病床+4床への転換検討
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国が必要としている高齢者救急

高齢者は年々増加し、それに伴う軽

症・中等症の救急搬送が増加。

当院の実績からも、需要は実証され、

病床を増やすべきではないのか？

県央地区に不足する病床機能

当院の病床利用率は99％を超えている

が、院内転棟、同一法人内転院が、殆ど。

病床数を増やし、他の医療機関・施設

等の受入を強化すべきではないか？
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6.地域包括医療病床（43床）の状況
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6.地域包括医療病床（43床）の状況
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目標（80名）

FY24.12

例年の同月入院患者数を上回っており、目標人数も超えている。

だた、中等症疾患が増えていて、平均在院日数が延びているのも事実。
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7.回復期リハビリテーション病床（90床）の状況
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2024年度 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 合計 割合

院内転棟 17 15 17 18 14 14 20 17 9 141 39.4%

海老名総合病院 11 15 14 16 21 15 17 13 24 146 40.8%

他医療機関や施設等 5 11 7 9 7 9 6 7 10 71 19.8%

合計 33 41 38 43 42 38 43 37 43 358

96.3%

98.9%

99.6%
99.9%

99.0%

99.5% 99.6%
99.3%

98.7%

95%

96%

97%

98%

99%

100%

101%

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

病床利用率

新規入院詳細

他医療機関や施設等

連携強化！！
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7.回復期リハビリテーション病床（90床）の状況
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県央地区からの依頼件数：13件（FY24.4～12）

内訳

・東名厚木病院・・・・2件

・大和市立病院・・・・7件

・大和成和病院・・・・2件

・大和徳洲会病院・・・2件

理由

満床 5件 71.4%

自宅退院 1件 14.3%

施設退院 1件 14.3%

72%

14%

14%

理由割合

満床 自宅退院 施設退院

受入できなかった理由

ご依頼頂いているのに、

半数は受け入れできていない。
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8.病床機能高度急性期へのリカバリー
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1.地域連携の強化

高度急性期病院からの転院を迅速に受け入れ、
高度急性期病院の高稼働に貢献します。

2.患者様中心の医療提供

患者様が適切なタイミングで、適切な医療を受
けられるようにするよう、高度急性期医療の負担
を軽減し、急性期機能を強化し、医療の流れをス
ムーズにします。

3.医療資源の有効活用

高度急性期医療は高度な技術と多大なコストを
要します。必要なケースに集中させることで、限
られた医療資源を最大限に活用できる環境を整え
ます。
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9.病床区分状況、及び病床機能状況（変更前）
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一般病床 療養病床

2つの病床区分

特定疾患以外の患者

235床 117床 352床

一般病床（235床）

・HCU：8床

・一般：88床

・地ﾒﾃﾞｨ：43床

・地ケア：45床

・回復期：51床

療養病床（117床）

・回復期：39床

・療 養：78床

機能
詳細

感染病床 精神病床 結核病床

特定疾患の患者
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9.病床区分状況、及び病床機能状況（変更後）
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一般病床 療養病床

2つの病床区分

特定疾患以外の患者

235床 117床 352床

一般病床（235床）

・HCU：8床

・一般：88床

・地ﾒﾃﾞｨ：43床

・地ケア：45床

・回復期：51床

療養病床（117床）

・回復期：39床

・療 養：78床

+4床

+4床

感染病床 精神病床 結核病床

特定疾患の患者

機能
詳細
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西病棟 東病棟

6階
療養病棟（20:1）

３９床
療養病棟（20:1）

３９床

5階
地域包括ケア病棟（13:1）

４５床
一般病棟（7:1）

４５床

病
棟
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
室

4階
一般病棟（7:1）

４３床
地域包括医療病棟（10:1）

４３床

3階
回リハ病棟（回リハ1）

３９床
回リハ病棟（回リハ1）

５１床

2階 外来リハビリテーション室
手術室
（4室）

HCU
８床

※未開棟

1階 一般外来・救急外来 検査・薬剤・放射線・患者サポートセンターなど

10.転換病棟（変更前）
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西病棟 東病棟

6階
療養病棟（20:1）

３９床
療養病棟（20:1）

３９床

5階
地域包括ケア病棟（13:1）

４５床
一般病棟（7:1）

４５床

病
棟
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
室

4階
一般病棟（7:1）

４３床
地域包括医療病棟（10:1）

４３床＋4床

3階
回リハ病棟（回リハ1）

３９床
回リハ病棟（回リハ1）

５１床＋4床

2階 外来リハビリテーション室
手術室
（4室）

HCU
８床

1階 一般外来・救急外来 検査・薬剤・放射線・患者サポートセンターなど

10.転換病棟（変更後）
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11.スケジュール（案）
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2月
•工事発注

5月～6月
•工事期間

7月
•8床オープン
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12.2025年に向けた対応方針（医療機関の現状）
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12.2025年に向けた対応方針（医療機関の現状）
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12.2025年に向けた対応方針（2025年に向けた方針）
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12.2025年に向けた対応方針（2025年に向けた方針）
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ご清聴、ありがとうございました


